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令和２年度町政懇談会 まちづくり事業町民説明会  

 

１ 開催日時  令和３年２月１日（月）13時 30分～15時・19時～20時 30分 

２ 会  場  町保健福祉センターふれあいホール 

 １会場 全２回 

３ 参加人数   ４０名（うち報道 ３社） 

４ 出 席 者  町長、副町長、教育長、 

総務課長、企画調整課長、健康福祉課長、産業振興課長、 

教育委員会事務局長 

５ 次  第 

１）町長挨拶 

２）職員紹介（副町長） 

３）担当課より説明（資料による） 

４）質疑応答 

 

６ 質疑応答 

（１）子育て支援施設について 

Ｑ１ 財政が厳しい中で、約 3 億 9,000 万円を使うのは大きなことです。進めていることなのでぜひや

っていただきたいが、問題は施設を建てた後に子どもたちがどのくらい利用するのか。せっかく

作った後に人が来ないともったいない。 

Ａ （健康福祉課長）年間利用者は、子ども・子育て支援計画のなかで、町内の子育て世代を

対象にしたアンケートの要望を想定しています。子育て支援事業は、年間４千人、一時預

かり事業は年間約 1,900 人の見込みです。利用者は土日にニーズがあるので、土日には開

館し利用しやすい運営を目指します。 

Ｑ２ 児童館事業として、学童世代の子どもたちの利用もできますか？  

Ａ （健康福祉課長）子どもの遊び場の提供に加え、学習の場や多目的室も完備し、多くの子

どもたちが活用できることを目指します。 

Ｑ３ 児童館といえば、指導員がいて子どもたちが興味を持つような学習の場を提供するという事業も

あります。教育の観点からそのようなことも行ってください。 

Ａ （町長）施設の特徴はワンフロアで、子育て支援機能以外にも創作的な活動もできます。

子育て支援と児童館の２つの事業を備えます。子育て支援部分については、就学以前の子

どもが親子で来て遊ばせながら交流するサロン的な部分もあり、長泉町の施設などの先進

地視察を参考にし、指導員を配置します。土日の利用は、お父さんも子どもと一緒に利用

していただきたいという目的があります。またこの施設は、災害時には乳幼児を持つ家族

の避難所としても活用します。おととしの台風発生時、100 人以上が保健福祉センターに

避難しました。小さいお子さんを持つ人も多く、事前避難では施設の仕分けが必要なこと

がわかりました。保健福祉センターの近くにできる子育て支援施設に避難所としての活用

を兼ねました。 
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Ｑ４ 子育て支援施設建設のための代替駐車場の職員駐車場に 4,300 万円をかけ作るということらし

いが、職員の駐車場代が月額 800円と聞いています。河津駅北口駐車場は月 4,000円。なぜ違

いがあるのですか？ 

Ａ （町長）現在の職員駐車場は当時公費で作りました。町の交通事情を考えると職員は車で

通勤しなければならないので、駐車場を確保しました。負担料金は、町の条例に沿って算

出しています。駅北口駐車場と目的の違いです。 

 

（２）小学校統合について 

Ｑ１ 統合後の、東小・西小の跡地をそろそろ考えなければいけない時期だと思います。公的な建物

を民間が利用するのには、法律の面でもかなり準備が必要です。スクラップビルドであれば、ス

クラップしながらビルドしなければいけない。限られた年数で効率的にやらなければなりません。

どう考えていますか？ 

Ａ （町長）新小学校は、令和５年度に南小学校を仮設校舎として開校します。令和３年度に

は東小学校が一部複式学級（２つの学年を１学級として一人の担任が受け持つ形態）にな

ることもあり、南小校舎でスタートします。統合後の２校の跡地は、検討委員会を立ち上

げ方向性を決めていきます。町が一方的に決めるのではなく、地元の意向も聞きながら有

効活用を図ります。 

 

（３）防災公園について 

Ｑ１ 防災公園へ峰山トンネルから直接行ける道ができれば便利ではないでしょうか。峰山トンネルの

横に石造りの旧トンネルがあり、天城のトンネルより10数年前に造られた大変貴重な史跡です。

観光資源として活用できるし、可能であればインターチェンジから防災公園に接続できればと思

います。 

Ａ （総務課長）峰山トンネルからの道はありますが、道路構造令の基準により道路設置は難

しいです。町では別の方向からも検討しましたが、基準的に無理がありました。今後遊歩

道などでアクセスすることは可能かもしれません。 

 

（４）旧南中跡地について 

Ｑ１ 現在、民間から活用に当たるような話はありますか？ 今の河津を見れば、人口が減るのは働

き場所がないのも一つの要因。民間がやりたいのであれば、町民の雇用の確保にもなるので、

良い使い方で町の活性化になればと思います。 

Ａ （町長）現在、桜まつりの駐車場、幼稚園の送迎駐車場などに利用しています。町有地な

ので有効活用を図り、駅北口方面を活性化できないか、生活に密着したものに活用できな

いかと考えています。一部には民間の問い合わせもありましたが、コロナの関係でその後

わかりません。都市計画商業地域の指定もあるので、民間の力を活用し、にぎわいの創出

を検討していきます。 
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（５）コロナウイルスワクチン接種について 

Ｑ１ 新型コロナウイルスワクチンの接種体制について、今、わかる範囲で教えていただきたい。 

Ａ （健康福祉課長）現時点（2月 1日現在）の新型コロナウイルスワクチンの接種について、

国のワクチンの確保がなかなか決まらず情報も二転三転している状況。当初は高齢者の接

種が３月末から始まる予定だったが、現時点では４月以降に始まる見込みです。町の想定

では、高齢対象者については、町内の 65 歳以上人口（令和 3 年 1 月 1 日現在）が 2,973

人。想定接種回数は７割を見込み、2回接種で 4200回。接種方法は集団接種として、週３

回・医師２名・１日約３時間程度で約２カ月かかる予定です。それとは別に町内の病院診

療所で個別接種できないか現在交渉を重ねています。高齢者接種の終了後、一般接種が始

まる想定です。接種費用はすべて国の負担です。予定されているワクチンはファイザー社

製。ワクチンを保管する冷凍庫（－75°）が３月中旬には国から１台支給され、保健福祉

センターに設置し保管します。ワクチンが入りしだい早急に摂取できるように賀茂医師会

など関係医療機関と協力しながら計画していきます。 

Ｑ２ クーポン券などで個別接種という形態はあるか？ 

Ａ （健康福祉課長）対象者にクーポン券を送付します。個別接種と集団接種を併用してやっ

ていく想定です。 

Ｑ３ 住所が河津にあるが、町外に住んでいる人には？ 

Ａ （健康福祉課長）現時点（2月 1日現在）の国からの指示では、住所地で受けてもらうのが

基本。病院に入院されている場合は施設で、通学などで町外に住んでいる場合は接種自治

体への申請により接種可能な場合もあるようです。（2月 1日現在） 

 

（６）バガテル公園クラウドファンディングについて 

Ｑ１ クラウドファンディングをやっていますが（2月 23日まで）、その前に町民一人ずつに寄附など

協力を求められなかったのでしょうか。クラウドファンディングはインターネットを使える人しかで

きませんが、個人で応援したいとか、インターネットを使えないけれど主旨をお持ちの方で声掛

けをすればやってくれる人はいっぱいいると思います。そういった町の人の力を利用して、みん

なでバガテル公園をきれいにしていけたらいいかなと思います。 

Ａ （町長）今回のクラウドファンディングは、地域おこし協力隊の提案で、コロナ禍でも町

民の利用が多い中で、いろいろなイベントを検討させていただき、バガテル公園内の旧レ

ストラン棟の２階を移住定住促進として利用できないかと、施設内改修を目的に 70 万円

ほど募っています（2 月 23 日まで）。来年度予算が通れば移住定住促進としての活用もあ

るということで提案しています。今後とも町民に愛され利用される施設としてバガテル公

園事業をすすめていきます。 

 

（７）事業説明会について 

Ｑ１ 事業説明は計画の報告会では意味がないので、今後、もう少し早い段階で、経緯と主旨を説明

し進めていってもらいたい。開かれた行政というのであれば、一方通行での事後説明でなく、もう

少し実のある説明をしていただきたい。 
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Ａ （町長）広報かわづでは、毎月の事業の報告をしています。町のホームページでも私から

の発言については毎月更新しています。子育て支援施設については、昨年は基本設計の段

階で説明会を開催し、防災公園にしてもまだまだ先の事を本日報告できました。みなさん

の意見を聞いて事業を進めるという方針で、いろいろな情報を提供することによって町民

のみなさんが町政に関心を持ち理解していただけると考えています。今後もなるべく早く

報告し進めていきますのでよろしくお願いします。 

Ｑ２ いろいろなお知らせを早く詳しくわかりやすく知らせる工夫をしていただければありがたいと思い

ます。各地区に出向いて説明してもらうことはできませんか。 

Ａ （町長）今年は、毎年春開催の町政懇談会がコロナの影響で開催できず、今回だけとなっ

てしまいました。広報かわづやホームページで情報を流すようにしていますが、コロナが

終息したら各地区にでかけていき、皆さんに関心を持ってもらい、まちづくりに参加して

いただければと思います。 

 


